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ジャガー人間石彫発見顛末記

関　雄二(国 立民族学博物館教授 ・アンデス文明研究会顧問)

　国際協力機構(JICA)の 仕事で首都

のリマに出かけた8月 上旬、携帯電話

が鳴 った。7月 の初め より発掘を行 っ

ていたパコパ ンパ遺跡で石彫が出たと

いう。去年 もそ うだが、私が留守をす

るといつ もなにか重大なことが起 きる

(巻頭エッセイ参照)。 リマか らの帰路、

北海岸のチクラー ヨ市で行われた国際

会議での発表 も早々に引き上げ、車を

遺跡に走 らせた。舗装道路のおかげで、

昔9時 間かかった道 も今や5時 間もあ

ればゆうに着 く。

　日 本学術振興会の支援 による科学研

究費補助金基盤研究(S)「 権力の生成 と

変容か ら見たアンデス文明史の再構築」

という長い名前 を冠 したプロジェク ト

も今年で3年 になる。このプロジェク

トを含め、ここ9年 ほ どは、ペルー北

高地の海抜2500mに 位置するパコパ ン

パ とい う神殿 を発掘 してい る(図1)。

ア ンデス考古学 上、形成 期(紀 元前

3000年 ～西暦紀元前後)と よばれる時

代の後半に祭祀活動が展 開されていた

遺跡である。祭祀活動は形成期を特徴

付けるのだが、最近では、形成期の初

期は平等性の高い社会であ り、後半に

社会的格差が生 じる と考えられるよう

になってきた。その意味で、昨年発見

した金製 リングや銀製針を副葬 した墓

は、神殿を支えていた人々の間で社会

的地位 に差が生 まれていたことを示唆

す る重要な証拠 といえよう(チ ャスキ

46号 参照)。 こうした流れか らすると、

今回の石彫の発見はじつ に筋書 きにぴ

た りと収 まる。 これについては、後で

ゆっ くりと説明 しよう。

　今は便利な時代である。デジタル画

像 を事前に送ってもらい、ある程度の

情報は入手 していた。 しか し、石彫が

発掘で出土することは滅多になく、団

員の勘違い ということもある。やはり

自分の目で確かめないといけない。到

着した翌 日、宿舎のある村か ら20分 ほ

どかけて山上 にある遺跡に上ると、枯

れかかった草に囲まれた褐色の発掘区

と対照的な色合いを見せ るビニールの

塊が 目に入って きた。思 ったよりも大

きそうだ。作業員は、気 を利かせてす

ぐにビニールの覆いを持ち上げた。細

長い石 の塊が水平方 向に伸びている。

石彫だ とするならば、横 たわっている

のか、倒 されたに違いない。確かに彫

り線も見える。

　 この地区を担当するペルー人考古学

者マウロ君がやってきて説明を始めた。

半分 は彫 り残 した発掘区の断面 に埋 も

れているが、見えているのは右半身の

ようだ(図3)。 肩か ら腕が下方に伸び、

肘は曲がって土の中に潜っている。腰

のあた りに帯が見える。大 きさは1.5m

ほどであるとい う。首の窪み もあるよ

うだが、肝心の頭部は、石に覆われて

いて見にくい。それで も肩が上に見え

るところか ら、うつぶせ状態であるこ

とが推測できた。いずれに しても紛れ

もない石彫であるし、保存状態もよさ

そうだ。気分が高揚 した。こと発掘 に

関して慎重 な私は、団員が語 る層位や

建築の解釈にす ぐに首 を縦に振ること

は しない ようにしている。 自分の目で

確かめ、納得するまで担当者と議論を

重ねる。それを知ってか、マウロ君は「信

じてもらえましたか」と笑顔で問いか

けてきた。何もいわずにうなず くばか

りであった。

　石彫が発見 された場所は、これまで

手をつけてこなかった第1基 壇 と第2

基壇の間に設けられた発掘区である(図

2)。遺跡は山上の緩やかな尾根を利用

した3段 の大 きな基壇 より構成 されて

いたので、これらの基壇問を結ぶ階段

が どこかにあるはずである。最上段の

第3基 壇に上るための階段の一部はす

でに2006年 に発見していたのだが、下

方の基壇 間をつ な ぐ階段 は未確 認で

あった。今年はそれを見つけようとし

ていた。

　 パコパ ンパの建築は、明確な中心軸

に沿って左右対称に築かれることが判

明していたので、その中心軸を伸ばし

階段と石彫の出土地点

第1基 壇

第3基 壇

第2基 壇

図1　 パコパ ンパ遺跡の位置 図2　 石彫の出土場所
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ていけば、階段 は見つかるはずである。

ところが階段 らしき痕跡はなかなか出

てこない。予 想以上に階段上 部の崩落

が激 しく、ステップとして使われてい

たであろう切石がすべて失われている

ようだ。階段上部はあきらめた方がよ

かろ うと、下 段 をね らうことに した。

最終的に、下段部分はかな りよい保存

状態で出土 した。

　 しかし、問題は、この下段 のステッ

プが姿を見せ る前に、大量の石が現れ

たことである。階段のステ ップに使用

していた石 よりも小さく、礫 と呼んだ

方が よいのかもしれない。 この礫層 は

傾斜 してお り、下 の段、す なわち第1

基壇の床面が近づ くに従 って、その角

度は緩やかになってい く。 この大量の

礫層に包まれるように石彫が出土 した

のである(図4)。 ただちに発掘区の拡

張計画を立てることにした。ともか く、

上下左右に発掘区を広げ、この礫層の

正体 を暴くことになった。石彫の取 り

上げはその後に行うことにした。

　およそ2週 間の拡張作業の結果、大

変興味深いことがわかった。 この礫層

は、第1基 壇全体 を覆っているわけで

はな く、階段 に近い場所 に限定されて

いること。そしてその端 には比較的大

きな石が乱雑に置かれ、 どうや らその

石によって礫が止 まっていることなど

である。つ まり、この礫は階段の上の

方か ら堆積しているが、崩落による自

然堆積ではなく、人為的に投げ込 まれ、

また積み上 げ られた可能性が高いこと

になる。

図3　 発掘区の断面に埋もれる石彫

　問題はその時期である。 これも比較

的容易に判明 した。石彫周囲の礫を除

去 しているうちに大量の ミニチュア土

器が出土 したからである(図5)。 しか

も神殿が機能していた形成期の土器 と

はずいぶんと違 う。この上器なら見た

ことがある。そ うだ、第3基 壇に設け

られた半地下式の広場 を埋める土の中

か ら出てきた土器にそっくりだ。

　半地下式広場は、おそ くとも紀元前

300年 頃 までにはその機能を失い、放

棄 されるが、紀元後200年 頃、前期 カ

ハマルカ期 と呼ばれる時代 に再び人々

の篤い信仰の対象とな り、形成期の時

代に広場の中央に築かれた小基壇の周

囲に大量の奉納品を捧 げている。その

奉納 品が赤褐色の ミニチュア壺 なので

ある。ちなみ に巻頭エ ッセイで述べた

盗難にあった土器とは、この ミニチュ

ァ壷のことである。最終的に、半地下

式広場は同じ前期カハマルカ期の人々

が積み上げた大量の土と礫 によって完

全に封印されてしまう。

　石彫が見つかった階段でも同 じよう

なことが起 きたのであろう。礫層は階

段 自体 を意図的に封印するための もの

であった と考えてい る。 したがって、

そこに埋 もれていた石彫 も同じような

脈絡に置いた方が よい。実際に、石彫

の頭部付近で ミニチュア土器の奉納が

認め られるだけでな く、何かを燃やし

たような痕跡 も見つかった。石彫は意

図的に倒され、いや倒れたのが形成期

であって もよいのだが、 ともか く最終

的には意図的にうつぶせ にして、頭部

図4　 階段を封印した礫群に埋もれる石彫
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付近で奉納や火の儀礼を行ったという

ことになろうか。 しかもうつぶせにし

た後、頭部だけに大型の石を積んでい

ることか ら、石彫のパ ワーを封 じ込め

る意図が感じられる。

　大型の石彫が原位置を保った形で発

見 されることはまれである。多 くの場

合、調査以前か ら地表 面に露出してい

るか、崩れた堆積層の中から発見 され

ることが多い。 クントゥル ・ワシ遺跡

の場合 も、半地 下式広場を昇降する階

段のステ ップで出土 した、高浮き彫 り

のジャガー顔面像を除けば、丸彫 りの

石彫は、すでにかなり前から地表に露

出していたか、原位置を特定できない

ものばか りなのである。

　ただし、原位置 と言って も、パ コパ

ンパの石彫の場合、前期 カハマルカ期

における原位置 と言った方が,正しい。

というのも石彫や礫層は、形成期の時

代の床面 よりlm近 くも上に位置するか

らである(図10)。 では形成期の頃には、

この石彫はどこにあったのであろうか。

今のところ考古学的証拠は脆弱 と言わ

れても仕方がないが、石彫表面に傷が

あまり見 られず、保存状態が良好であ

ること、 さらにかなり重量があること

などを考えると、上 の段す なわち第2

基壇上か ら落とされたとは考えにくい。

しか も石彫の出上位置は、遺跡全体を

貫 く中心軸上にある。 こうした点から、

元来、階段の登 り[、 ほぼ中央に据 え

られていたの を前期 カハマ ルカ期の

人々が掘 りあげ、改めて封印 したと考

えるのが妥当であろう。 もちろん前期

図5　 石彫 の周囲で前期カハマルカ期の

　　　 ミニチュア土器(矢 印)が 出土
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カハマルカ期 に彫った石彫ではないか

という反論 も成 り立つ。この問いに答

えるためには図像の説明が必要となる。

そこで話を発掘現場に戻そう。

　石彫周囲の奉納品や、頭部に積 まれ

た石を取 り除き、いよいよ石彫を裏返

す日 がやって来た。仰向けに寝かせ る

ために、脇に柔 らかい土 を敷 き、ビデ

オ撮影 をしながら作業員7名 で石彫 を

持 ちあげた(図6)。 長い間粘土質の暗

褐色土 と接 していた正面部分は、石灰

岩とは思えぬほどどす黒 く見えた。気

になる顔に注目する。間違いない形成期

だ。大きく開いた口に牙が見える(図7)。

ジャガー的要素の 一つである。思わず

作 業員 らと握 手し、歓声 をあげた。至

近距離か ら改めて確かめる。 目や鼻は

人間的である。肘 を曲げた前腕 は胸 に

伸び、両手をしっかりと組んでいる。へ

そもあるようだ。腰には帯が見えるが、

ちょうど股のあた りで三角になってい

る。褌 であろう。

　形成期の石彫 はクントゥル ・ワシ遺

跡で よく見てきた。胴体 は人間で、裸

で褌 を身につけるものが丸彫 りでは多

い。 しか も牙が出ている。　一方で カバ

マルカ期の石彫はワカロマでの発掘や、

3年 かけた カハマルカ盆地の一般調査

で 目にしてきた。ジャガー自体をデフォ

ルメした図像が多 く、人間の顔 も素朴

で、 ジャガーと組み合わさった石彫は

少ない。今回の石彫はまず形成期と判

断 してよいように思う。

　 さてこの図像の持つ意味は どう解釈

した らよいのであろうか。 これには土

器の図像分析が参考 になる。パ コパ ン

パ遺跡は1期(前1200～ 前800年)とⅡ

期(前800～ 前500年)に 分かれ、双方

の土器は全 く異なる。1期 の土器は、鉢

が 目立ち、外側に開いた鉢の外壁には

刻線で紋様が描かれる。幾何学文様が

大半だが、なかにはジャガー、猛禽類、

ヘ ビなどの動物や人間の顔が彫 られる

場合 もある。これ らの要素は単独で出

現するか、あるいは複数の要素の組み

合 わせであったとしても、頭部が選ば

れるだけで、全身像 はほ とんどない。

仮 に全身像があったとして も動物 を題

材にしたものがほとんどである。

　 ところが、Ⅱ 期になると土器のみな

らず、骨器で も全身を表現す るケース

が出て くる。ジャガー と人間との組み

合わせもある。 こうした傾向を考慮 し

てみると、今回 見つかったジャガー的

属性 と人間 とが組み合わさった石彫は

Ⅱ期の図像表現に近いことになる。実

際、階段が機能 していた最後の時期は

Ⅱ期なので、その時に石彫があったと

考えるのは理 にかなっている。 もっと

も土器 と違って石彫は石であるが故に

持続性があるので、1期 に彫 られたもの

がⅡ 期に再利用されたと考えて もおか

しくはない。だか らこそ他の遺物にお

ける図像表現 と比較 したわけだ。こう

して石彫はⅡ 期に作 られたと考えるに

至ったのである。

　ではこの時期に、人間の身体が まる

まる登場す るのは どうしてだろうか。

この点は、アメリカ人考古学者の ジョ

ン ・リックが興味深 い仮説を提示 して

いる。パコパ ンパ遺跡 とほぼ同時期 と

考えられるチャビン ・デ ・ワンタル遺

跡からは、大量の石彫が出土 している。

近年その遺跡で調査を続けるリックは、

人間と動物の属性が組み合わさった図

像を後期 ととらえ、宗教的指導者層の

出現時期 と関連させた。すなわち、宗

教的指導者が権力を握る過程で、動物

図7　 石彫上半身のアップ

図6　 石彫 を裏返 す。 図8　 地面に残 った図像 から型 をとった。
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の霊力を操る能力、あるいは動物 に変

身する能力を周知させ るためにこうし

た図像を彫 り始めたと考えたのである。

パコパンパにも適用できる可能性があ

ると考えている。パ コパ ンパでは、副

葬品や墓の構造などか ら、Ⅱ期に社会

的差異が顕在化したと考えられるか ら

である。冒頭でぴた りと当てはまると

言ったのは、この点である。

　 ただし、正確 を期す ならば、人間と

ジャガーが組み合わさった図像 自体の

起源はもう少し古くてもよい。たとえ

ば、クントゥル ・ワシ遺跡では、パ コ

パ ンパ遺跡でいうところの1期 に相当

す るイ ドロ期に、すでにジャガー人間

の全身レリーフが出土 している。 とは

いえ全身像の石彫 となると、次のクン

トゥル ・ワシ期を待 たねばな らない。

パコパンパⅡ 期と同時代である。

　石に彫ると言うことはイメージの固

定化につながる と指摘 したのは、埼玉

大学の加藤泰建副学長であるが、その

点 も権力形成 とその維持 とい う観点か

ら見ると大変興味深 い指摘である。図

像の問題は、地域差 を含め、今後検討

していきたい。

　 こうして石彫の調査は一段 落する。

あとは、石彫表面の土 を竹串などで落

とす作業くらいである(図9)。 そのとき

ふと気付いたが、元々石彫があった場

所 に、顔 と胴体の凹凸が反転 してきれ

いに残っていたのである(図8)。 これ

なら型がとれそうだ。オリジナルの石

彫か ら型をとることは、使用する材料

も含め、専門的な知識が必要 となるで

あろうし、文化省か ら許可をとる必要

図9　 石彫 の清掃 を慎重 に行 う。

がある。一方で、土に残った像から型

をとるのは失敗 しても何 ら問題はない。

　海岸のチ クラーヨ市か ら歯科用の石

膏を取 り寄せ、試すことにした。1.5m

もあるので、折れないように、芯 とし

て鉄製の棒を2本 入れ、金網で も補強

した。1週 間ほどかけて取 り上げてみ

ると、上々の出来映えである。 もちろ

ん立体 的なレプ リカではな く、正面、

しか も反転部分が残 った箇所 に限定さ

れるが、これ も、将来建設する予定の

ビジターセ ンターに飾ることを想定 し

ての作業である。

　さらに拓本にも挑戦 した。私が学生

時代、初めてアンデス調査に参加 した

折、恩師の丑野毅先生(現 東京国際大学

名誉教授)が 、東大の資料館(現 博物館)

で1晩 以上かけて作られた拓本墨が代々

受け継がれ、パ コパ ンパ に持 ち込まれ

ている。その ときに母からもらった絹

の端切れで作ったタンポ ンもまだある。

問題は画仙紙である。1.5mの 石彫をと

るほ ど大型 の画仙 紙 を準備 していな

かった。幸い、娘が学生最後の夏休み

を利用 してパ コパ ンパ まで来ることが

決まっていたので、これも無事解決。

　あとはこれだけ大きなしかも高浮 き

彫 りで、凹凸のある立体的な像の拓本

が とれるかである。娘や作業員 と何度

か試みたが、予想以上に風が強 く、湿

らせて付着させた画仙紙 も簡単に浮 き

上がってしまう。 しか も凹凸部分では

画仙紙がす ぐに破れる。それでも2日

かけてなんとか輪郭 を押 さえることに

成功 した。正直言って拓本をとってよ

かった と思っている。 目視では気付か

図10　 階段と石彫の位置関係
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なかっ た傾 いだ頭 部が 明瞭 に現 れ たか

らであ る。

　拓本 を改めて眺 め、あれ っ と思った。

ひ ょっ とした ら ジャガー とい う よ りも

サ ル に似 て い るか も しれ ない。 もう現

地 の新 聞で は1面 を使 った 記事 が 出て

い る(図11)。 日本 で もNHKを 始 め新

聞 各社 が発 見 を伝 え てい る。 ジ ャガー

人 間だ と。今 さ ら撤 回は で きない。 で

も尻 尾 は ない か ら、 当 分 ジ ャガー人 間

でい きます。

関　雄二(せ き ・ゆうじ)

1956年 東京生まれ。国立民族学博物館研究戦

略センター教授ならびに総合研究大学院大学教

授。専攻はアンデス考古学、文化人類学。

1979年 以来、南米ペルー北高地において神殿の

発掘調査を行い、アンデス文明の成立と変容を

追究するかたわら、文化遺産の保全と開発の問

題にも取り組む。

単著として 『アンデスの考古学』(同成社)、『古代

アンデス　権力の考古学』(京都大学学術出版

会)、共編書として『文明の創造力』(角川書店)、『ア

メリカ大陸古代文明事典』(岩波書店)、『古代ア

ンデス神殿から始まる文明』(朝日新聞社)がある。

図11　 村人への説明会でマウロ君が熱 く語 りました。
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